
31 ハクチョウの鳥インフルエンザウイルス（H5N1）
による壊死性膵炎

〔小川秀治（秋田県）〕
オオハクチョウ，雌，成鳥，斃死例．2008年4月に十

和田湖において，斃死鳥3羽と衰弱鳥1羽を回収し，剖
検を実施した．斃死鳥3羽に裂傷や筋肉欠損，内臓の露
出がみられた．衰弱鳥に外傷はみられなかった．
剖検では，斃死鳥1羽に膵臓の褪色および出血斑，他

の個体に気餒の軽度混濁，肝臓の褪色，腹腔内吸虫寄生
がみられた．

組織学的には，膵臓に大小の多発性巣状壊死および腺
房細胞の変性（図31），壊死巣内に中等量の偽好酸球浸
潤および軽度の出血巣，導管周囲に軽度のリンパ球浸潤
が認められた．その他，非化膿性脳炎，腸管の神経叢神
経節炎および筋層血管周囲の単核細浸潤，肝臓・肺・腸
管に住血吸虫様の虫体が認められた．抗A型インフルエ
ンザウイルスマトリックス抗体（Serotec）を用いた免
疫染色により，膵臓の変性腺房細胞，大脳と延髄の変性
神経細胞および腸管の神経叢神経節細胞に陽性抗原が確
認された．
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